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1968　69年，調査部は，島根県松江市教育委Ｇ会の囗崔十る出雲岡庁跡の鳬掘調在に協力
し，坪井･IIIJⅢ・堵熊・宮永・安達・高島・阿部・|||巾(哲)・叩斐が二,柚二ぢ加した。，
出輿岡庁の所在地は，｣1川大国風十記Jの研究;jlCどに｡レ,て，従来，松江II吊丿郊にひろが
る愚宇平野に求められ，数個所の推定圸があが,ノひヽる。,今回の調査地域は，｣也元研究占に
よｰ･て，松江市大草町にある六所神社付近の摧定地がえらばれ，大草町の宇宮ノ後･字水垣
と字一良尻，|||代町字樋ノ囗のＵ也点を発掘調介した(第１閥)。
宮ノ後地区の遺構(第31啀)　政庁跡をもとめてこの垉ぐを調査し，余良|削Ｕこぞくする
建物９・隴15 ・ 溝36を検出した。遺構の大多数は，北・西・南の３方を圸亂C川人だ東西85
m以Ｅ・南北53mの樋囲内にあり，その東南部分で検出Ｌている。二の地lｘlの余良時代の遺
梠は，以下に概観するように，さらにＡ一Ｅの５黙こ|べ分できるが，北と西の人:溝は，Ａ期
からＤ期にいたるまでこの｣也lｘ:を1萌する役割をはたＬている。なお，これらの遺構は，軸線

をおおむね磁北から41 5 ‘'Iにとっている
。これは復原鈩|!｡の｣也割りのﾌj向(磁北から倡=劬2°30')

とは51･Sなり，川雲岡分かの軸線とほぼｙ行する。
Ａ期には，掘心:柱建物２棟があり，１棟:よ南面し，１棟は束に而Ｌて卜る｡。その1沁こは東
西溝が２条あり，南側の術は，氏に小砂利を敷き，北岸に玉石を立てならべて1,る-1　2つの
浦の間(11傴3.6m)に，築地か1111廊が作られていた可能PI汢ある。北の大満およびその北方の
呶西浦もこの時斯にぞくするであろう。
Ｂ刈には，掘立札建物１楝とその北東に位置す
る姓物(あるいは柵列か)がある。抑泣柱廸物の卯二
は，Ａ期にぞくする２つの束西溝のうち南側の満
を埋めたて，同じ場所に新いヽ緯を作っている。
この碼は，掘立柱迚物の東あの南延長線上で南折
し，ふたたび東折したのら，さらに南匚流れて池
状のくぼみに注いでいる。なおこの碼は，南端近
くで別の東酉溝と交叉している。
Ｃ期には，掘立柱建物と柵列とを作る。Ｂ期の
詐蚰li修してつづけてもちいる。ただし　この満
は南流ののち東に流路をつけかえ，献一二おjlるこ
となく，まっすぐのびて朿の汕状のくぽみに注い
でいる,。なお，この碼の北魴にも闘様匚･南流･呶
疏卜ておなじ東のくぽ人に注ぐ溝がある。この涓=　　　　第１図出雲国斤付近｣齠lj図
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万頃円立T釘ﾋﾄ仞に陋り|イ

は時制的にややおくれるかもI -hたい，
圉叩二は仙泣柱建物･大満･摧刎乍る.捌立
柱迚物の南と東には満があり，|.|･j lり町い_バ:
Ｃ｣り|から存続する東力のくぽ４にたっＬて卜
る，二のくぽ４には北からの別の碼が江･.･で
おり，溝のIII･j側:よ河原石を,1ぴ,べている．
』胎ﾉ肩JljU，この|?ぐ域の南をjllljするもので
あ一,て，北仰|にそって東西櫂がヽ町｣囗-る.囗柵
夕】｣の３両所には，北へのびる柵がとりついて
いる.，このうら丙端の南北柮は，最も良く
(20m)囗べ域を朿西に|山jLている。
Ｅ｣りにに，東西の賺列と，南北・･↓f円.と鉤
のF状をりする柵列剥乍．ている‥北の大酒
とその北の満とを埋めている，内のﾒ,ｊＩＶいま

だ
，この時期をもっておわるのてりjろ假，

このほか凵|㈲UI不明の建物が３陳一珊が１
氣ある」リこ,古墳時代のI諒次人fiﾘ,1囗･涛2，
11･|||:のJIこ戸２・建物の哇穴・不整||如川l壙な
ど卜叭･だ|.だ．

柚･2μ1　1･|ll／目地|ぺの遺構配i冖:|刈:･.･lｙJ,･:いこ，

第３閥　宮ノ後地|くの遺俳川㈹･KI
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川雲国庁跡の調査

樋ノ囗地区の遺構岡(第川ぽT)　国庁の北II゙li外郭を
もとめて調査したが，築｣也・攤・渦など，外郭を
証する遺搆は存在Ｌなかったｃ余良畤代にぞくす
る掘立杠建物２・竪穴式旧,113を検出Ｌた。椈I立
柱建物に建て替えがあることからこの｣利ｘ:が長川
間使川された二とがわかる。なお似ノ川｣也区の建
物のililll線は磁北から東へ10cl偏しており，宮ノ後
地|覡の遺搆の方位と　一致せず，むＬろ条凧地割り
の方位に近い。
水垣地区の遺構　　国庁の西而外郭をもとめて調
査したが，遺構は検出できなかった。
一貫尻地区の遺構　　宮ノ後地区の北方約100m
に東西トレン･チをもうけた。東部はやや高く，酉
部は低廴ヽ。東部には不睨!!|｣な石敷がある。四部は　　　に驚でｎ琵こにI混
湿地状をてぃし，レｙ浦Ｕなどの木器を検出L.だ。　　　第４図　jj雲国庁朗出土・器実測閥
遺　　物　　宮ノ後地区でとくに多く川・した。古墳時代の遺物には5～6 111:紀のll師器
と須恵器がある。奈良時代の造物には，土器・瓦・木器な,どがある，十器(土師器・須恵器)
は，７世紀末から91止紀初頭にかけてのものである。蓋・杯などを検討した現状では，４形
式におけることができる(第引刊)ｏ第２，３形式から底部糸切りの技法が顕著である，
須恵器のヘラ書き文字には｣也名をＬめす｢社辺｣があり，また，工造地方の窯跡の土器と
共通する窯印があることなどから，川雲岡内の各地の生産品があっまってぃることがわか
る。陶硯はすくないが，蓍を硯とＬてもちいたものが多数存在する。瓦は，寺院跡の発掘で
みるほど豊富ではない。軒丸瓦には２種類ある。出雲岡分寺・国分尼寺でそれぞれ第２次に
使用した瓦と同じ型によるものであって，８世紀末から9 1J』|:紀初頭におくことが出来る。木
器には，綛・L.９も匸・櫛などがある。木簡も１例ある。墨跡がIJ｣らかでなく，確実な釈読
はむずかし卜が，｢人原評｣と読む見解もある。このほか，水品・幹十・瑪瑙の原石と石屑
・攻玉用の砥石，フイゴの羽口やルッボなどがみられる。

以上の調査結果を初歩的に概括すると
，まず，宮ノ後地区は，占代から巾世におよぶ長期

間の遺跡である。奈良時代の遣構は，出雲国分寺の軸線と帆を一にＬ，遺構の配置には一定
の計斯|生をみいだすことができ，官衙的性格が濃厚である。さらに，本地[衵|凵lの２種類の
軒丸瓦が，それぞれ国分寺・国分尼寺からも出土Ｌてしることは，この地区が厂1114寺院を竹
轄下におく国庁である可能性を強くするものといえよう。
廁ノ目地|ぺの遺構は，宮ノ後｣也区のそれとは状況を異にしている。ＬかＬ，その性格は，
他の水川｣也|礼一片図｣也|乂ﾐとともに，今1111の調査制111では想定できない。　　　(111111　章)
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